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２０２３年「あなたが選ぶ！三重県議会の活動ベスト１０」候補（概要）  
 

「三重県議会の活動ベスト１０」の候補をリストアップしました。それぞれの内容は以下

のとおりですので、皆さんの選定の参考にしてください。 

                             

～開かれた議会運営の実現～ 
 

１月～ 
① 県民の皆さんの意見を国会や内閣総理大臣、知事等に届けています 

《請願１８件、要望２３件を受け付け》 

（注）２０２３年１月～１０月末に受け付けた件数です 

 県民の皆さんの思いがこめられた請願１８件、要

望２３件をしっかりと受け止め、所管の常任委員会

で審議するなどしています。 
 本会議で採択した請願は、衆参両議院議長や内閣

総理大臣等に対して意見書を提出するとともに、実

現に向けて県選出国会議員に協力を要請するなどし

ています。 
また、県政に関するものについては、議会活動のさ

まざまな場面で、知事や関係部局長等に直接提案・議

論し、その後には、どのように取り組んだのか報告

を求めるなどしています。 
 

 

さまざまな団体からの 

要望を受理しています 

 

２月～ 
② より分かりやすい議会情報の提供のため、ハード・ソフトの両面で改

善に取り組んでいます《議事堂の設備の改修、議会広報紙の改善など》 

 議事堂内の会議開催表示盤の改修（２月）、議場内

のスクリーンや音響設備の改修（９月）など、より便

利で傍聴に適した環境を整備しました。 
 また、会議録検索システムに委員会の会議録を加

え（８月）、議会情報の公開を一層推進しました。 

 
また、広聴広報会議には２０～６０歳代の議員が

参画し、「みえ県議会だより」や「みえ県議会新聞」

について、デザインの変更やイラストの一層の活用

等により、幅広い世代の方に関心を持っていただけ

るよう、改善を進めています。 

  

 

議場のスクリーンを 

240 インチに大型化 
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１０月 
１１月 

③ 次代を担う若者たちの参画に取り組んでいます 

《「みえ県議会出前講座」、「みえ現場ｄｅ県議会」など》 

 個性豊かで活力に満ちた持続可能な地域社会に

は、多様な人材、とりわけ次代を担う若者の参画が重

要です。 
 このため、広聴広報会議（座長：副議長）では、議

員が現地に伺う形の広聴広報活動に取り組んでお

り、１０月、主権者教育の一環として小学校で出前

講座を実施しました。また、１１月２１日には、若者

の地域づくりへの参画等をテーマに２９歳以下の若

者と意見交換を行う「みえ現場ｄｅ県議会」を開催

します。 
  

 

出前講座の様子 

 

～住民本位の政策決定と政策監視・評価の推進～ 
 

２月 
１０月 

④ 物価高騰等に対する支援を１日でも早くお届けできるよう取り組み

ました 

 《「審議の前倒し」、「補正予算の早期提出の必要性を指摘」》 

２月、物価高騰等に係る事業者支援が速やかに実

施されるよう、提出された補正予算についての審議

スケジュールを前倒して、約３週間早く議決しまし

た。 
また、９月定例月会議では、先に措置した物価高騰

対策の期限切れが迫る中、これらの継続や追加の対

策に必要な補正予算が提出されなかったため、速や

かな提出を強く求めました。その結果、定例月会議最

終日に補正予算が提出されましたので、１１月定例

月会議の前に緊急会議を開催（１０月）し、約１カ月

早く議決しました。 
 

 

採決の様子 
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６月～ 
⑤ 子どもや障がい者への虐待を許さないために全力で取り組んでいま

す 《連続して発生した虐待事案等を受けて》 

 児童相談所が関与していた児童の死亡事案や、桑

名市のこども園や三重県いなば園における虐待事案

等の発生を受け、全員協議会や所管の常任委員会等

において、関係部局の対応の問題点を指摘し、迅速

かつ確実に改善を行うよう強く求めました。 
 議会としては、このような事案を２度と生じさせ

ないとの強い決意のもと、引き続き、関係部局の調

査・検討や再発防止の取り組みについて監視・評価す

るとともに、足らざる取り組みの実施を提案してい

きます。 
 

 

児童死亡事案を受けて議長が 

議会の決意を表明（本会議場） 
 

 

常任委員長から再発防止に 

向けた対応を強く要望 
 

 

８月 
⑥ 県民生活の向上等に向けて、今後の県政運営に関する意見をとりまと

め、知事に申し入れました 《関係部局の令和４年度の政策を評価し、

今後の県政運営への意見を表明》 

予算決算常任委員会および各行政部門別常任委員

会では、関係部局が令和４年度に取り組んだ成果や

課題、今後の取組方向をとりまとめた「令和５年版県

政レポート」（案）について詳細に調査・議論しまし

た。 
これらを踏まえ、８月１日、予算決算常任委員長を

はじめ各委員長が、知事に対して、実効性のある人口

減少対策の推進や、持続可能で健全な財政運営の確

保を求めるとともに、各施策に対する意見を述べ、令

和６年度の行政展開方針や当初予算編成に反映させ

るよう申し入れました。 

 

 

知事への申し入れ 
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～独自の政策提言と政策立案の強化～ 
 

３月 
⑦ 花とみどりで心豊かな県民生活を実現するための役割等を定めまし

た 《議員提出条例の「花とみどりの三重づくり条例」が成立》 

 花や木で健やかな三重をつくる条例策定調査特別

委員会において、１年１０カ月にわたる議論を経て

議会に提出された「花とみどりの三重づくり条例案」

が、３月１７日、全会一致で可決・成立しました。 
「花とみどりの三重づくり条例」は、県に対し、県

民等の協力を得ながら花とみどりを活用したまちづ

くりを行うとともに、花とみどりの文化を振興する

ことなどを求めており、令和５年４月１日（一部、同

年１０月１日）から施行されています。 
 

 

緑の中で憩う人々 

 

 

５月 
⑧ 県内の食料自給率の向上に向けて議論を開始しました 

 《食料自給総合対策調査特別委員会を設置》 

 日本の食料自給率はカロリーベースで３８％と先

進国の中で最低水準です。また、世界では不安定な国

際情勢に加え人口増大、地球温暖化に伴う異常気象

の頻発等、食料需給を巡るリスクが高まっています。 
これらの状況を踏まえ、今後の県内の食料自給率

の向上に向けて調査するため、５月に「食料自給総合

対策調査特別委員会」を設置しました。 
 これまでに関係者や有識者からの意見聴取、県の

取り組みの聴き取り、地産地消の優良事例の現地調

査などを行いました。 
 今後も、食料の安定供給に向けて、しっかりと調

査・議論を進めます。 
 

 
現地調査の様子 
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６月 
⑨ 子どもに一層寄り添った政策の立案に取り組んでいます 

 《子どもに関する政策討論会議を設置》 

 子どもを取り巻く厳しい環境に対し、子どもに寄

り添った政策立案及び政策提言を行うため、６月に、

議長を座長、副議長を副座長とする政策討論会議を

設置し、議論を開始しました。 
 新型コロナウイルス感染症が子どもたちに与えた

影響や、子どもの貧困の現状を調査するとともに、関

係者や有識者からの意見聴取を行い、必要な政策の

立案・提言に向けて議論を行っています。 
 

 
会議の様子 

 

６月 
⑩ 再生可能エネルギーの導入に関する課題を、県民目線に立って解決す

るため議論を開始しました 

 《再生可能エネルギーに関する検討会を設置》 

 再生可能エネルギーの現状と課題について実態を

把握し、県民の目線に立った課題解決を図るため、 
６月に、「再生可能エネルギーに関する検討会」を設

置し、調査・検討を開始しました。 
太陽光発電や洋上風力発電等の再生可能エネルギ

ーについて、さまざまな観点から関係部局や有識者

からの意見聴取を行い、課題の整理や解決方法を検

討しています。 
 

 

会議の様子 

 

７月 
⑪ 三重県議会初のオンラインを活用した参考人招致を実施しました 

《令和４年９月に改正した委員会条例に基づいて》 

昨年９月、審査または調査のため必要があると認

めるときはオンラインによる参考人招致ができるよ

う、委員会条例と会議規則を改正しました。 
本年７月、改正した条例に基づき、三重県議会とし

て初めて、オンラインによる参考人招致を実施しま

した。 
新しい技術も活用して、議会のさらなる活性化に

取り組んでいます。 
 

 

委員会の様子 
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１０月 
⑫ 県政の重要課題の解決に向けて議員勉強会を開催しました 

 《「三重の魅力を生かした、これからの観光振興」をテーマに議員間

の共通認識を醸成》 

来年２月に議案として提出される見込みの次期三

重県観光振興基本計画の審議等に資するよう、１０

月４日、「三重の魅力を生かした、これからの観光振

興」をテーマに、第１回議員勉強会を開催しました。 
勉強会では、外部有識者から、これからの地域観光

政策を考えるうえで押さえるべきポイント等につい

て解説いただくとともに、三重のどういった魅力を

誰にどう訴求していくかなど、具体的なご提案をい

ただき、今後の三重県における観光振興の在り方に

ついて考える機会となりました。 

 

 

議員勉強会 

 

 

～分権時代を切り開く交流・連携の推進～ 
 

１月 
１０月 

⑬ 県内市町議会と力をあわせ、県内産業の振興に取り組みました 

 《市町議会とともに国に要望、議員勉強会に県内市町議会議員も参加》 

 １月２５日、三重県市議会議長会会長、三重県町村

議会議長会会長とともに、伊勢湾の黒ノリ、アサリ等

の水産資源の減少に対する取り組みに関し、国に対

して要望を行いました。 
 また、１０月４日の観光振興をテーマにした議員

勉強会を県内市町議会に案内したところ、複数の市

町議会議員に参加いただき共通認識を醸成すること

ができました。 
 

 

要望活動の様子 
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８月 
１０月 

⑭ 紀伊半島三県議会交流会議で、三県共通の課題の解決に向けて取り組

みました  

《熊野古道世界遺産登録２０周年を契機とした観光振興等を国に要望》 

 ８月８日、紀伊半島三県議会交流会議で、本県議会

の委員会年間活動計画や重点調査項目の設定等を紹

介しつつ、熊野古道世界遺産登録２０周年を契機と

した観光振興や、林業従事者の育成・確保、来年度末

に期限を迎える半島振興法の延長等について意見交

換しました。 
この結果、これらが着実に進むようしっかりと連

携し、共通の認識をもって議会活動を展開していく

ことで合意しました。 
 また、１０月には三県議会が共同で、半島振興法の

延長等について国に要望を行いました。 

 

 

会議の様子 

 

７月 
１０月 

⑮ 多様な人材の議会参画等に向け、本県議会の取り組みを他の都道府県

議会に発信しています 

《本県の提案で全国都道府県議会議長会に懇談会設置へ》 

 １０月、全国都道府県議会議長会の創立１００周

年宣言を踏まえ、同会副会長を務める本県議会議長

から会長に対して、女性、若者等の議会参画を促進す

るための取り組みの加速化を提案し、同会にその方

針等を検討するための懇談会が設置されることとな

りました。 
 なお、同懇談会には本県議会からも委員として参

加し、本県議会の取り組みを紹介しつつ、多様な人材

の議会参画に向けてしっかりと意見交換を行いたい

と考えています。 

 
 また、７月には、同会副会長として内閣総理大臣

に、本県にとっての重要課題でもある「国土強靱化の

ために必要な予算・財源を計画的かつ安定的に確保

すること」を強く求め、国土強靱化の着実な推進に向

けて強力に取り組みを進めていくとの力強い回答が

ありました。 

 

 

全国都道府県議会議長会 

定例総会 

 

 

内閣総理大臣との懇談会 

（首相官邸） 
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～その他～ 
 

３月 
⑯ 個人情報の適正な取り扱いを確保するため「三重県議会個人情報保護

条例」を制定しました 

《個人情報保護法の改正を受けて議会独自の条例を制定》 

 改正個人情報保護法を踏まえ、本県議会として個

人情報の適正な取り扱いを確保するために、独自の

条例を制定しました。 
 制定した条例は、令和５年４月１日（一部、刑法等

の一部を改正する法律の施行の日）から施行されて

います。 

 
三重県議会個人情報保護条例案 

 

 

３月 
６月 

⑰ 前４年間の成果等を踏まえて第３期議会活動計画を策定しました 

 《「第２期計画の取り組みを従来より客観的に検証」、 

「今任期４年間の主な取り組みと評価の仕組みを決定」》 

議会基本条例で定める基本理念と基本方針、前任

期の成果と課題等を踏まえ、議員任期４年間の議会

活動を計画的に、かつ、継続的な改善を図りながら

展開していくため、任期ごとに議会活動計画を策定

しています。 
３月には、客観性を向上するために評価・助言いた

だく外部有識者の増員や、県民意識アンケートの実

施等を経て、第２期計画の検証と改選後議会への提

言をとりまとめました。 

６月には、この提言を踏まえ、今任期４年間の主な

取り組みと評価の仕組みを第３期議会活動計画とし

てとりまとめ、活動をスタートしました。 
 
なお、この取り組みは「第１８回マニフェスト大

賞」の「議会改革賞」の部門で優秀賞に選ばれました。 
 

 

議会活動を一層充実します 
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５月 
⑱ 新しい議長・副議長のもと議会活動をスタートしました 

《幅広い世代で構成、女性議員の割合は過去最高》 

 選挙区と定数が変更されてから初の三重県議会議

員選挙後の５月１２日、議員による正副議長選挙で、

第 113 代議長に中森博文議員（自由民主党、名張市

選出）、第 117 代副議長に杉本熊野議員（新政みえ、

津市選出）を選出しました。 
また、常任委員会の正副委員長や委員等の選出も

行い、県議会の新体制が発足しました。 
 
今期の議会は、２０～７０歳代の幅広い世代の 

４８人の議員で構成されており、また、６０年ぶり２

人目となる女性副議長を含めて女性議員の割合は 

１２．５％と過去最高となっています。 
 県民の皆さんの多様なニーズに応えるため、新し

い体制で議会活動の一層の充実を図っています。 
 

 

 
議長・副議長就任あいさつ 

 

 

８月 
⑲ 交流の再開に向けて議長がブラジルを訪問しました  

《サンパウロ州との姉妹提携５０周年交流事業に参加》 

 ８月、サンパウロ州との姉妹提携５０周年交流事

業の一環として、議長が知事とともにブラジルを訪

問し、コロナ禍の影響で途絶えている交流の再開に

向け、本県と同州の友好交流に尽力いただいてきた

ブラジル三重県人会文化擁護協会（以下「県人会」と

表記）や、サンパウロ州の州議会・市議会等の方々と

意見交換を行いました。 
訪問の成果として、今年度中に県人会の若者を本

県に受け入れることや、同州との交流促進に向けた

ＭＯＵ（確認書）の締結について合意しました。 

 

 

サンパウロ市議会にて 
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９月 
⑳ 地方分権の推進に資する人材の育成等のためにインターンシップ実

習生を受け入れました 《三重県議会の各種取組も発信》 

 ９月、京都大学大学院の学生を実習生として受け

入れ、講義や会議の傍聴などを通じて本県議会のさ

まざまな取り組みに対する理解を深めていただきま

した。 
 なお、本県議会の取り組みを実習生や同大学院に

おける今後の研究に生かしてもらえるよう、実習期

間中には全会派の議員との対話・交流の機会を設け

る等の取り組みも実施しました。 
 

 

議員を前に実習成果を報告 

 


